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獣医療をめざして
動物医療センターの歴史と目的

東京大学大学院農学生命科学研究科附属動物医療センター（以下動物
医療センター）の前身である家畜病院は1880年に開設され、日本政府
に請われドイツから派遣されたヤンソン先生（Dr. Johannes Ludwig 
Janson）の指導のもと獣医臨床教育の場として活動を開始しました。
以来 135 年余にわたって動物医療センターは常に我が国の獣医臨床
と獣医学教育の先端を担ってきました。私たちは長い伝統のある獣医
教育病院で働くことを誇りとし、充実した臨床、教育および研究を推進
することによって、日本はもとより世界の獣医臨床のリーダーになり
たいと考えています。

本センターは二次診療施設として動物病院様からの予約診察のみ行って
おります。診察を希望される場合はかかりつけの動物病院様より電話で
ご予約ください。
飼い主様が来院する際には動物病院様からの紹介状等をお持ちいただく
ようお願い致します。動物種によっては診察できない場合がございます
のでご確認ください。

行動診療科は FAXにて予約：03-5841-8190
（詳細は http://www.vm.a.u-tokyo.ac.jp/koudou/j-clinic1.htm）

動物医療センターの使命
動物医療センターの使命は、１）的確な診療内容と十分なコミュニケー
ションによる飼い主の皆様に満足していただける獣医療の提供、２）
臨床獣医学に関する最新の知見を常に取り入れた診療水準および治療
の向上に役立つ研究の推進、および３）優れた技能と豊かな人間性を
兼ね備えた次世代を担う獣医師の育成です。加えて、本センターで働く
すべての教員、研修医および各種職員が誇りを持って働ける明るい
職場づくりをめざしています。

人と動物のよりよい関係を築く
犬や猫、さらにエキゾチック動物など、伴侶動物は人の暮らしに潤いを
与えてくれます。動物との触れ合いは人の心を豊かにし、人間ばかり
でなく地球上のすべての生き物、そして環境をも思いやる気持ちを育み
ます。私たちは伴侶動物の診療を通じて、人と動物の幸せなよりよい
関係を築き上げていきたいと願っています。

センター長　中山 裕之

〒113-8675  東京都文京区弥生1-1-1
東京大学大学院農学生命科学研究科
附属動物医療センター（ベテリナリーメディカルセンター）
http://www.vm.a.u-tokyo.ac.jp/vmc/

★電車でお越しの場合：
　•メトロ南北線  東大前  出口1から徒歩3分
　•メトロ千代田線  根津駅  出口1から徒歩13分（根津駅からは登り坂です）
★お車でお越しの場合：
　•農学部正門からお入りください。病院の前までお入りいただけます。

東京大学大学院農学生命科学研究科

附属動物医療センター
（ベテリナリーメディカルセンター）

診療科 受付時間 月 火 水 木 金

内科系 9～14時 ●● ● ●

外科系 9～14時 ● ●

眼　科 9～15 時 ● ● ● ●

エキゾチック 9～15 時 ●

行　動 10～15時 ● ●

予約専用（代表）

その他のお問合せ

03-5841-8004（平日 11 ～ 17 時）

03-5841-5420（平日 9 ～ 17 時 15 分）
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最高の治療と、教育と、臨床研究を実現する

● 本センターへ ご寄附のお願い ●
本センターの掲げる「専門的獣医療」、「臨床研究」、「人材育成」
の充実および発展のため、皆様からのご支援をお待ち申し上げて
おります。
 　　東京大学動物医療センター事務室
　電　話：03-5841-1880
 （平日 9～ 17時（土・日・祝日は除く））
　F A X：03-5841-8012
　E-mail：vmc-jimu@ofc.a.u-tokyo.ac.jp

MRI・CT検査室はもちろんのこと、内視鏡検査室、眼科検査室、理学療法室、
電気生理学検査室、臨床病理検査室、病理・遺伝子診断室などを完備して
おり、精密な検査や特殊な検査を迅速に行うことができます。

各種の高度な検査機器を完備

本センターはおおまかには内科系・外科系に分かれて診療しています。
各科は細分化した専門科に分かれており、コミュニケーションを取り合い
ながら、一症例に対して複数の獣医師で診療に当たります。
このような多彩な診療科の連携による「チーム獣医療」が本センターの
特色であり、的確で最良な診療の提供を可能にしています。

多彩な診療科の連携による「チーム獣医療」

我々は、皆様が豊かな生活を送るのにかけがえのない存在である伴侶
動物たち（コンパニオンアニマル）の命を守ることに全力を注ぐととも
に、診療行為を通して獣医師の養成・卒後教育に力を入れ、獣医学全体
の発展に貢献できるよう努力しています。

年間のべ 20,000 頭の伴侶動物診療

本センターは伴侶動物と飼い主様、およびその紹介病院様を第一に
考えて診療にあたることを約束いたします。そのうえで我々は、東京
大学の附属施設である利点を活かし、治療の向上に役立つ獣医学研究
を推進するとともに、優れた技能と豊かな人間性を兼ね備えた次世代
を担う獣医師の教育にも力を注いでいます。

最高の獣医学教育の場であり続ける

本センターでは、エビデンスに基づいた新しい診断法や治験薬を積極的
に導入し、難治性疾患の治療に挑戦しています。治験は安全かつ有効
性が期待される医薬品もしくは医療機器を用い、飼い主様への十分な
説明のうえ同意の得られた場合にのみ行っています。
こうした取り組みによって、少しでも多くの動物の命を助けることが
できれば、我々にとってこれほど嬉しいことはありません。

難治性疾患の治療に挑戦する

センター長 事務
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消化器内科
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お問合せ先

外科系 内科系


